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イベント

　バナナボー
トやスノーフ
ィッシング、
そり滑りやス
ノーアスレチ
ックを楽しみます。
▼とき　2月中の毎週日曜日、
午前10時～ 11時 30分
▼ところ　岩木川市民ゴルフ場
（清野袋２丁目）
▼対象　年中～小学生＝各日
25人程度（先着順）
▼参加料　1人 1回 500円
▼持ち物　飲み物、着替え
▼申し込み方法　電話またはフ
ァクスで申し込みを。参加者氏
名・性別・学校名または園名・

岩木川市民ゴルフ場
日曜スノーパーク

学年・参加希望日・緊急連絡先
をお知らせください。
■■問問岩木川市民ゴルフ場（☎兼■■ＦＦ
36-7855、受け付けは午前
10時～午後 5時）

▼とき　4月上旬
までの午前 9 時
～午後5時
▼ところ　洋館
（大正浪漫喫茶室、
藤田謙一資料室、
会議室）匠館（クラフト展、和
カフェ）、高台部のみ
▼入園料　無料
※会議室は有料。詳しくはお問
い合わせください。
■■問問藤田記念庭園（上白銀町、☎
37-5525）

▼とき　２月２日（水）～８日
（火）の午前９時～午後８時（初
日は正午から）
▼ところ　ヒロロ（駅前町）３
階
■■問問選挙管理委員会事務局（☎
35-1129）

　雪国の長い冬は、昔から多く
の工芸品を育んできました。春
を待ちわびながら、新しく作り
出された工芸品を展示・販売し
ます。　

藤田記念庭園の冬季開園

青森県明るい選挙啓発ポス
ターコンクール入賞作品展

弘前工芸舎・冬限定企画展
「冬に花咲く工芸展」

▼とき　2月 5日（土）～ 13
日（日）の午前 10時～午後 4
時
▼ところ　藤田記念庭園考古館
（上白銀町）2階ギャラリース
ペース
▼入場料　無料
■■問問産業育成課（☎32-8106）

緑の相談所 ２月の
催し

【講習会】
●デンドロビウム
とセッコクの植え
替え
26日（土）、午後1時30分
～3時30分
▼定員　20人（先着順）
※事前の申し込みが必要。
【展示会】
●ツバキ展
４日（金）～13日（日）
～共通事項～
▼ところ　緑の相談所
▼料金　無料
【休館日】
７日（月）・14日（月）・21
日（月）・24日（木）・28日（月）
■■問問緑の相談所（弘前公園内、
☎ 33-8737、午前９時～午
後５時〈ただし弘前城雪燈籠
まつり期間の 10日～ 13日
は午後９時まで〉）

　歴史館を名乗る当館はいわゆる「博物館施設」ですが、法律
の上では動物園や水族館も博物館の仲間だということはあまり
知られていないのではないでしょうか。生きた動物や海の生物
を見ることができる動物園や水族館へは多くの人が訪れます。
実物の生態を観察することができる動物園でも、想像上の動物
を見ることはできません。ですが、現在開催中の「高岡の森ど
うぶつ園」では、龍や鳳凰、麒麟まで見ることができます。
　今回紹介するのは雲からヌッと出てきた龍、描いたのは狩野
典信です。徳川将軍家の画事の御用を務めた狩野派の中でも、
将軍にお目見えできる最高位の家柄を奥絵師（おくえし）と呼び、
四家あります。その一つの木挽町（こびきちょう）狩野家の６
代目が典信です。御所や江戸城の障壁画（しょうへきが）、海外

への贈答用屏風の制作を任されるなど、典信以降、木挽町狩野家は奥絵師四家の中でもっとも重用されま
した。まさに、江戸時代中期の絵師の頂点にいた人物です。
　よく天井画で睨みをきかせている龍ですが、今回は展覧会のポスターのど真ん中でこちらを睨んでいま
す。ぜひ会場で迫力ある実物作品をご覧いただければ幸いです。

弘前れんが倉庫美術館に関連する情報を連載します。
■問い合わせ先　弘前れんが倉庫美術館（吉野町、
☎32-8950、https://www.hirosaki-moca.jp/）

Hirosaki Art Times
ヒロサキ・アート・タイムズ

　弘前れんが倉庫美術館は令和２年に開館しまし
たが、初年度に開催した展覧会は新型コロナウイ
ルス感染拡大の影響により、多くの人に足を運ん
でもらうことが難しい状況でした。そこで、弘前
にできた新しい美術館とその作品をあらためて紹
介する展覧会を開催します。
　れんが倉庫が美術館に生まれ変わる過程を記録
した作品などとともに、建築の改修の様子や、地
域文化に合わせて制作された所蔵作品が完成する
までのドキュメントを中心に展示します。
　また、2000 年代に 3回にわたり開催された、
当市出身の現代美術家・奈良美智さんの展覧会の
記憶をたどり、当時の関係者へのインタビュー映
像や資料も展示します。れんが倉庫が美術館へと
生まれ変わるきっかけの一つとも言えるこの展覧
会を振り返ることで、この建物が美術館となった
ことの意義を改めて考えます。

#11

展覧会「あらためまして、
こんにちは！ーれんが倉
庫→美術館へー」
▼会期 2 月 11 日（金・
祝）～3月 21日（月・祝）、
午前 9時～午後 5時（火
曜日は休み）
▼観覧料　一般＝ 800
円、大学生・専門学校生
＝500円
※高校生以下、弘前市内の留
学生、65歳以上の市民・ひろ
さき多子家族応援パスポート
を持参の人、障がい者と付き添いの人１人は無料。
▼その他 車で来館の場合は近隣の有料駐車場の
利用を。周辺に観覧料割引駐車場があります。
※詳しくはホームページで確認するか問い合わせを。

れんが倉庫から美術館へ。所蔵作品をあらためて紹介！

高岡の森弘前藩歴史館より、展示
資料や歴史ネタを毎月紹介します。
■問い合わせ先　高岡の森弘前藩
歴史館（☎83-3110）

PR動画公開中

※  新型コロナウイルスの感染拡大状況により、展覧会を
予告なく中止または内容変更する場合があります。

広報ひろさきに掲載した
各種催しについて

　広報ひろさきに掲載した各
種催しや教室などは、新型コ
ロナウイルス感染症の予防と
拡大防止の観点から、中止や
内容変更となる場合がありま
すので、ご了承ください。詳
しくは市ホームページまたは
各問い合わせ先で確認を。
　催しなどに参加する際は、
マスクを着用するなど、感染
症対策へのご協力をお願いし
ます。


